滋賀県の里親会の現状と課題　－市郡里親会の実態調査を踏まえて－ by 森本 美絵 & 宮里 慶子




1 ．は じ め に
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1 人から 2 人の子どもを養育している。これに対して施設で生活する子どもた















































2009年度末 158（140）世帯 75人 2 か所 11人 36（35）人 183（202）人 28.20％
2010年度末 138（116）世帯 71人 4 か所 22人 34（35）人 178（202）人 30.50％
2011年
9月1日現在
138（117）世帯 56人 6 か所 33人 34（35）人 178（202）人 31.60％
※里親世帯とは、養育、専門、親族、養子縁組里親世帯をいう。
※2011年 9 月 1 日現在の委託里親世帯数は、41世帯
出所：森本美絵作成
滋賀県の里親会の現状と課題












　滋賀県の市郡里親会は、 1 市単位で組織する里親会11か所、 2 市（甲賀市、湖
南市）合同で組織する里親会 1 か所、 2 町（竜王町、日野町）合同で組織する里親
会 1 か所、 4 町（愛荘町、豊郷町、甲良町、多賀町）合同で組織する里親会 1 か所
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表 3 ―市郡里親会の運営体制







1 回／年 5 ～ 6 回／年
B 養育養子










人 4 世帯 0 0
E 養育養子





人 里親20世帯 1 回／年 4 ～ 5 回
G 養育専門












1 回／年 理事会 1 回／年
三役会 4 回／年
I 養育養子











人 里親10世帯 1 回／年 0
L


























会とE里親会には、 8 世帯の里親が居住し、 2 人の子どもが委託されている。
彼らの中には、隣接したC里親会に加入している者もいる。構成員の要件は、
登録里親（里親と記す）、ファミリーホームの他に賛助会員、特別会員を含む里




世帯数は 1 世帯から33世帯と差がある。委託されている子ども数は、 0 から25
人であり、20人を超える市郡里親会には、ファミリーホームが開設されている。
F里親会とH里親会は、里親世帯数と委託子ども数が突出して多く、委託子ど
も数の 6 割弱（57％）、里親世帯数の 4 割（41％）を占める。
　次に総会等については、会則に基づき総会を開催し、収支報告、事業報告等
をしている。理事会・役員会等の会員の集まりは、 5 か所（36％）の里親会が開
催している。G里親会は、 4 つの町で組織していることや里親世帯数 2 世帯と
少ないこともあり、総会と理事会を同日にしている。また、親睦会や施設交流






ら県里親会の会費の5,000円を差し引くと、残金 0 円～ 1 万円と差がある。県
里親会から市郡里親会には、県里親会の会費納入の里親数に応じて地域運営助
滋賀県の里親会の現状と課題
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表 4 ―市郡里親会の財源（会費額、助成金、寄付金）







































































表 5 ― 市郡里親会の主体的活動；研修会・里親サロン・親睦会・施設交流・ 
広報・ホームスティ
里親会 研修会 里親サロン 親睦会 施設交流 広報 ホームスティ
A ╳ ╳ ○　 1 回 ○ ╳ ○
B ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳
C ╳ ╳ ╳ ○ ○ ○
D ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳
E ╳ ╳ ╳ ╳ ○ ╳
F ╳ ╳ ○　 1 回 ╳ ╳ ╳
G ╳ ╳ ○　 1 回 ╳ ╳ ╳
H ○　 7 回 ○　 8 回 ○　 3 回 ○ ○ ○
I ╳ ╳ ╳ ○ ○ ╳
J ╳ ○　 2 回 ○　 1 回 ╳ ╳ ○
K ╳ ╳ ○　 1 回 ╳ ╳ ╳
L ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳
M ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳




































































※ ピア・カウンセイリングは、里親支援機関事業のうち、施設に委託された事業の 1 つである。里親養育相互援助
事業といい、里親の養育支援として、講師等の助言のもと、子どもの養育についての話あいの場を提供し、里親
自身の養育技術の向上や里親同士の交流を図る事を目的としている。
※表にはないが、県里親会総会 6 月、県あり方検討委員会 7 月、 9 月、11月、 1 月、 3 月に開催される。
出所：森本美絵作成
滋賀県の里親会の現状と課題
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おり、古くから交流のあるA里親会は、施設主催の納涼祭、学習発表会、体育





























































































































































































 6） 第 3 回児童養護施設等の社会的養護の課題に関する検討委員会資料（平成23年 6
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2 位である。











里親は再登録しなかったという事情がある。また、滋賀県里親会会則第 6 条 2 項に
「会員は、地域里親会の会員であること（準会員、賛助会員を除くこと）」、第 7 条











13） H里親会は、広報誌「里親会だより」（昭和56年 3 月30日創刊号）を発行し、現在
（平成24年 7 月14日）第32号である。ホームページは平成21年 4 月に開設する。
14） 未委託里親等を訪問し、一時保護委託等の支援サービスに協力する支援者の開拓
と確保をする。
15） 2012年 6 月16日県里親会総会での市郡里親会からの発言である。
16） F里親会の地域には、知的障害児（者）教育の先駆者の一人、田村一二による茗荷
村（昭和57年開村。行政単位の村ではない）が所在する。村民は、健常者、障害者等
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・政府情報（平成23年 6 月 1 日）「第 3 回児童養護施設等の社会的養護の課題に関する
検討委員会資料」（mhlw.go,jp/bunya/kodomo/syakaiteki-yougo/oz.html 2012/06/16）。
・庄司順一・鈴木力・宮嶋清 編（2011）『里親養育と里親ソーシャルワーク』福村出版。
・打出井歳幸（2006）「地域で養育家庭（里親）を支える―八王子市の『里親ホッとサロ
ン』の取り組み―」『子ども家庭福祉学』第 5 号、pp.103-109。
・吉田菜穂子（2008）「里親による里親・里子支援の現状―里親のセルフヘルプ。グ
ループ活動を通して―」『純心福祉文化研究』 6 、pp.49-62。
・養子と里親を考える会編（2011）「新しい家族」第54号。
・全国里親会（2002）「里親活動振興事業検討会報告書」。
　（nippon.zaidan.info/seikabutsu/2002/00578/contents/001.htm　2014/08/23）。
・全国里親会「里親だより」第84号（2010/06/01）、第85号（2010/09/10）、第86号
（2010/11/01）、第87号（2011/02/04）、第88号（2011/05/16）、第92号（2012/05/21）。
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